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荒川の街のあたたかいエールを力に変えて。

逆境を乗り越え、めざすは賞金王。

1995年沖縄県出身。10歳から競技を始め、「沖縄県民ジュニア」3連覇。高校時代から宮里兄妹を育てた優さんに師事。東北福祉大進学後、2015年
ユニバーシアードで団体個人ともに金メダルを獲得。2017年プロに転向。2019年「RIZAP KBCオーガスタ」で大会新記録となる26アンダーで初優勝。
昨年の「セガサミーカップ」で2勝目を挙げた。2021年賞金ランク13位。

プロゴルファー　比嘉 一貴さん

第269回

季の国内男子ツアーでさらなる飛躍が期待
される比嘉一貴さん。複数回の優勝を目標

に掲げ、賞金王獲得にも闘志を燃やす比嘉一貴さ
んにゴルフにまつわるエピソードと結婚をきっかけ
に2年ほど前から住み始めた荒川の街についてお
話を伺いました。

たまたまお父さんに連れてこられたゴルフ場では
じめてクラブを握ったのがゴルフとの出会い。こん

なに楽しいスポーツがあったのか、という衝撃が全
身を駆け巡り、その日のうちにプロになることを決
意したそうです。才能はすぐに花開き、夢は現実味
を帯びていきます。
高校を卒業したらプロに挑戦するか、それとも進

学するか、悩んだ末に東北福祉大へ。超一流の選
手を次々と輩出する名門は実力がすべての厳しい
世界でした。「自主性が求められ、練習を強制され
たことはありません。最高の環境の中でひたすら競
技に打ち込みました」
日本人として史上初のマスターズを制覇した松山
英樹選手は比嘉さんの４つ上の先輩で一緒に練習
をすることもあるそう。「普段は面倒見のいい優し
い先輩ですが、負けず嫌いな一面もあって。ジャン
ケンに負けただけでも、ものすごく悔しがりますか
ら（笑）」

信条は苦しい場面でも強い気持ちを持ってプレー
すること。「どんなに順位や流れが悪くても最後ま
で絶対に諦めません」と語る比嘉さんですが、心が
折れそうな経験を味わったことも。
2018年の国内ツアーの出場権をかけた戦いでス

コア記入を誤り、過少申告により失格。日本での
活躍が困難となり、主戦場をアジアに求めます。日
本とアジア各地を行き来していたシーズン後半は疲
労が蓄積し、口にしたものすべてにアレルギー反応
が現れるほどのギリギリの状態に追い込まれていた
そうです。再起をかけて挑んだ2019年、国内ツアー
の道を切り開き、悲願のプロ初勝利を飾ります。「善

戦しても優勝に届かず、どうすれば勝てるのか悩ん
でいる時期だったので喜びもひとしおでしたね」

「一年の大半はツアーで転戦しているので、荒川
区について知らないことが多くて」と苦笑する比嘉
さん。それでも奥さんの同級生がお寿司を握るサン
パール荒川近くの「江戸翔」や町屋の焼肉店「正
泰苑」によく足を運ぶとのこと。人生初のもんじゃ
焼きは明治通り沿いにある「九十九里浜ものがた
り」でした。昨シーズンは無観客の試合が多く、ギャ
ラリーの存在や声援のありがたみを実感したことも
あり、地域のみなさんからのエールは大きな力に
なっているようです。
昨年10月には男の子が誕生し、新米パパとして

も奮闘中。荒川自然公園やゆいの森あらかわは小
さなお子さん連れでもゆったり楽しめるスポット。春
にはあらかわ遊園のリニューアルオープンも控えま
す。お子さんの成長とともに比嘉さんの荒川の街へ
の愛着も深まっていきそうです。

今

昨年2年ぶりとなる通算2勝目を飾った比嘉さん。今シーズンの快進撃にも期待が高まります。158㎝とスポーツ選手としては小柄な比嘉さん。「ひときわ小さい僕が必死にあがいている
姿を見て少しでも勇気を持ってもらえたらうれしいですね」

ゴルフに魅せられた少年が

プロの夢を叶えるまでの道のり

ゴルフの神様が与えた試練

どん底から這い上がり涙の初優勝

応援してくれる人が

増えたことが一番の喜び
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